
　
台
湾
・
台
北
市
で
開
催
さ
れ
た
「
2
0
2
5
台
北

国
際
動
漫
節
」
に
合
わ
せ
、
２
月
４
日
（
火
）
か
ら

２
月
８
日
（
土
）
ま
で
の
５
日
間
、
大
槌
町
長
を
含

む
４
人
が
台
湾
を
訪
問
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
槌
町

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
ほ
か
、
令
和
６
年
４
月
３
日
に

発
生
し
た
花か

蓮れ
ん
地
震
の
視
察
、
ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

域
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
扮
し
た
台
湾
人
の
コ
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
共
に
、
そ
の
発
祥
の
由
来
を
台
湾

の
英
雄
「
鄭て

い

成せ
い

功こ
う

」
と
す
る
虎
舞
を
は
じ

め
と
し
た
郷
土
芸
能
や
食
、
文
化
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
、
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
き
ま
し
た
。

花か

蓮れ
ん

地
震
の
現
地
視
察

　
令
和
６
年
４
月
３
日
に
発
生
し
た
花
蓮

地
震
。
そ
の
地
震
で
18
人
が
犠
牲
と
な
っ

た
花
蓮
県
を
訪
問
し
、
復
興
の
状
況
や
当

町
ア
ニ
メ
で
台
日
交
流

　
町
は
、地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
の
制
作
な
ど
を
は

じ
め
と
し
た
、
ア
ニ
メ
に
よ
る
町
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
最
大
級

と
も
い
わ
れ
て
い
る
ア
ニ
メ
・
漫
画
の
祭

典「
２
０
２
５
台
北
国
際
動
漫
節
」に
は
、

令
和
２
年
か
ら
大
槌
町
ブ
ー
ス
を
出
展
し

て
い
て
、
今
年
は
６
回
目
。
昨
今
の
訪
日

外
客
数
の
増
加
に
伴
い
、
台
湾
か
ら
も
大

槌
を
訪
れ
る
観
光
客
が
着
実
に
増
え
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
三
陸
地
域
の
観
光
振
興

を
行
う
三
陸
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
三
陸
鉄

道
と
連
携
し
た
、
三
陸
エ
リ
ア
全
体
の
広

時
の
支
援
活
動
を
視
察
し
ま
し
た
。
台
北

市
か
ら
い
く
つ
も
の
峠
を
越
え
、
太
平
側

に
抜
け
南
へ
車
で
３
時
間
半
。
台
湾
東
部

に
位
置
す
る
花
蓮
市
は
、
大
槌
町
に
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
継
続
的
に
し
て

い
る
財
団
法
人
台
湾
仏
教
慈ツ

ー

済チ
ー

慈
善
事
業

基
金
会
（
以
下
、
ツ
ー
チ
ー
）
の
本
拠
地

に
も
な
り
ま
す
。

　
本
部
へ
の
初
め
て
の
表
敬
訪
問
と
な
っ

た
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
改
め
て

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
大
槌
町
の
復
興
状

況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
ツ
ー
チ
ー
が

行
う
「
慈
済
新
芽
奨
学
金
」
制
度
で
は
、

令
和
７
年
度
に
は
新
た
に
４
人
の
町
内
学

生
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
津
波
か
ら
14
年
を
経
過
し
た
今
も
な

お
、
大
槌
の
子
ど
も
た
ち
の
実
り
あ
る
学

習
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
ツ
ー
チ
ー
で
は
、
平
時
か
ら
防
災
部
を

組
織
し
て
い
て
、
震
度
６
強
の
花
蓮
地
震

発
生
の
３
時
間
後
に
は
、
地
元
の
吉き

ち

安あ
ん

郷ご
う

役
場
と
の
協
働
で
小
学
校
に
避
難
所
を
設

置
。
そ
の
ほ
か
、
６
百
食
分
の
昼
食
提
供

や
、
24
時
間
以
内
に
緊
急
支
援
金
の
配
布

を
実
施
す
る
な
ど
の
迅
速
な
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
家
屋
復
旧
の

た
め
に
、
全
国
か
ら
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
被
災
地
に
集
結
し
て
再
建
支
援
を
行
う

な
ど
、
災
害
対
応
組
織
体
制
を
構
築
し
て

い
ま
す
。
避
難
所
で
活
用
し
て
い
る
テ
ン

ト
や
椅
子
も
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
素
材
を
使
用
す
る
な

ど
環
境
を
配
慮
し
た
取
り
組
み
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
訪
問
し
た
吉
安
郷
役
場
で
は
、
郷

長
ほ
か
幹
部
の
皆
さ
ん
と
、
震
災
復
興
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

る
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
吉

安
郷
は
人
口
約
８
万
人
の
自
治
体
で
、
職

員
は
約
３
百
人
。
災
害
時
は
全
職
員
が
交

台
湾
×
大
槌
町
　
町
の
魅
力
を
台
湾
に
発
信

代
で
24
時
間
公
務
に
あ
た
り
、
警
察
・
消

防
の
職
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
活
動

に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ツ
ー
チ
ー
や
吉
安
郷
役
場
の
災
害
に
対

す
る
取
り
組
み
は
非
常
に
学
ぶ
部
分
が
多

く
、
こ
の
訪
問
で
得
た
知
識
も
踏
ま
え
つ

つ
、
さ
ら
な
る
町
の
防
災
強
化
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
の
魅
力
を
海
外
に

　
２
０
２
４
年
の
年
間
訪
日
外
客
数
は
過

去
最
高
を
記
録
し
、
国
別
で
は
韓
国
、
中

国
に
次
ぎ
台
湾
が
第
３
位
と
な
り
ま
す
。

台
湾
か
ら
大
槌
町
へ
の
旅
行
者
数
も
コ
ロ

ナ
禍
後
、
順
調
に
推
移
し
て
い
て
、
更
な

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
に
向
け
て
、
台

湾
市
内
の
旅
行
会
社
６
社
を
訪
問
。
町
の

観
光
、
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
宿
泊
施
設
に

つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
訪
日
外
客
数
は
首
都
圏
エ
リ
ア

か
ら
地
方
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
海
外
に
向

け
て
積
極
的
に
、
ア
ニ
メ
文
化
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
食
や
観
光
な
ど
大
槌
町
の
魅
力

を
発
信
し
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
た
く
な
る

町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

台湾市内の旅行会社に、大槌町の魅力を説明 吉安郷役場の皆さんと記念撮影

財団法人台湾仏教慈済慈善事業基金会の皆さんと記念撮影

台北国際動漫節の大槌町ブースで、町アニメのコスプレイヤーと記念撮影

日本館ステージイベントは、多くの人が訪れ大盛況 展示パネルを熱心に眺める来場客

吉
きち

安
あん

郷
ごう

長の游
ゆう

淑
しゅく

貞
てい

さんと大槌町長
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